会計レポート自動作成ソフト  操作マニュアル
顧客の新規登
レポートを作る対象の会社(顧客)を最初に登録します。
1. 登録手順
1. ソフト上部の「新規顧客」ボタンをクリックします。
1. ダイアログ上部の「📂 年間推移.xlsm から会社名・決算期を自動取得」ボタンをクリックします。
1. 対象会社の年間推移 を弥生からエクスポート
1. 会社名・決算月・期首月・開始日・終了日・税モード が自動入力されます(青字の項目)。
1. 「現在の期番号」を入力(例:第6期なら 6 と入力)。
1. 「顧客フォルダ」の「参照」をクリックして、その会社のデータを置く場所を指定します(例:ドキュメント\KaikeiReports\株式会社○○)。
1. 必要なら「別名」「備考」を入力します。
1. 「保存」をクリックして登録完了です。
2. 編集と削除
1. 顧客一覧で会社を選んで「編集」ボタン → 同じダイアログで修正できます。
1. 「削除」ボタンで顧客マスターから削除します(顧客フォルダのファイル自体は残ります)。
２. 過去年度データの一括取り込み
過去の年間推移ファイルがあれば、3期(最大10期)比較グラフに自動で反映されます。
2-1. 1期ずつ取り込む場合
1. 顧客を選んで「過去年度を取り込み…」ボタンをクリックします。
1. 期番号(例:5)と年間推移ファイルを指定します。
1. 「取り込み実行」で自動で正しい場所にコピーされます。
2-2. 一括取り込み
「第2期」「第3期」…のようにフォルダが並んだフォルダを用意、全期一括で取り込みます。

３. レポート生成
月次の会計レポートを生成します。ウィザード形式で3ステップに分かれています。
3-1. Step 1: 入力ファイル選択
1. 顧客を選んで「レポート生成…」ボタンをクリックします。
1. 年間推移と期首残高を順に選びます。
1. 選択後、会社名と期間が表示されます
1. 「次へ」をクリックします。
3-2. Step 2: 報告月の確認
年間推移ファイルに入っているデータから自動で「データが入っている最後の月」を推定します。
1. 推定された報告月がラジオボタンで選択されています。
1. 変更したい場合は別の月を選んでください
1. 出力ファイル名が自動生成されます。必要なら変更可能です。
1. 「次へ」をクリックします。
3-3. Step 3: 実行
生成内容の確認画面が出ます。前期・前々期データの自動検出結果もここで確認できます。
1. 内容を確認して「実行」をクリックします。
1. 数秒〜数十秒で生成完了します。
1. 未マップ科目があれば警告として表示されますが、生成自体は成功しています。
3-4. 生成されたレポートを開く
1. 顧客フォルダの「第N期_xxxx-xx_xxxx-xx」「output」フォルダにレポートが保存されています。
1. ファイル名は「レポート_第N期_Mヶ月目_YYYYMMDD.xlsm」の形式です。
1. Excel で開いた時に「外部データを更新しますか?」と聞かれたら「更新しない」を選んでください。
4. 決算繰越処理
決算が完了したら、翌期に進める処理を行います。当期末の残高が翌期の期首残高に自動で引き継がれます。
4-1. 繰越の手順
当期12ヶ月分すべてのデータが入った年間推移ファイルを用意します。
顧客を選んで「決算繰越…」ボタンをクリックします。
当期末の年間推移ファイルと、当期の期首残高ファイル(書式の流用元)を指定します。
翌期のフォルダ・期首残高ファイルが自動生成され、顧客マスターも翌期に進みます。
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